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第１１４号

北海道ポーランド文化協会 会誌「ポーレ」 

２０２５.１.５ 

ポーランド  

このたび、安藤厚教授にポーランド共和国外務大臣より「ベネ・メリト」名誉

勲章が授与されましたことをここに心よりお慶び申し上げます。授章式は８月

８日、札幌市資料館で開かれたワルシャワ蜂起博物館展「ワルシャワ。灰の中か

ら甦る不死鳥」のオープニング記念式典において執り行われました。 

安藤教授が２００６年より会長を務めておられる北海道ポーランド文化協会

は、日本におけるポーランド文化普及のために大変活発な活動を推進していま

す。このたびの受章をお祝い申し上げますとともに、今後もますます有意義な活

動を共にできますよう願ってやみません！ （ポーランド広報文化センター） 

受章にあたって 安藤 厚 

このたびは、栄えある 「ベネ・メリト」 名誉勲章を
頂き、誠に光栄で、深く御礼申し上げます。 
この受章は、本協会の活動がポーランド文化の

紹介・普及に貢献したと認められたもので、現在お

よび過去の本会会員のみなさま全てと共に感謝し

喜びたいと思います。 
本会の創立は１９８７年１０月に遡ります。創立の

端緒の一つは、ウッチ工科大学学長、ウッチ・ポー

ランド日本協会会長を務められたイェジー・クロー

教授と、当会初代事務局長・吉田宏北海道大学工

学部教授との学術上の交流にありました。 
 
 
 
 
 
 

=写真= 授章式：来賓・協会のみなさまとともに 

協会の発足にあたり、初代会長・今村成和先生

（元北海道大学学長）は「北海道」と「文化」に焦点を

当てることを強調されました。 
初代副会長・遠藤道子先生は当会創立以前に日

本ショパン協会北海道支部設立にも尽力されました。 
第二代会長・谷本一之先生（元北海道教育大学

学長）は北方少数民族研究者で、１９８０年代に「ピ

ウスツキのロウ管」から復元されたアイヌ民族の音

声資料の分析に参加されました。２０１３年にポーラ

ンド共和国により白老にブロニスワフ・ピウスツキの

胸像が建立されて以来、ピウスツキ記念行事は当

会の継続的な活動テーマの一つになっています。 
そのほか、ポーランドの映画・音楽・文学作品の

紹介などが、近年の当会の主な活動分野です。 
私どもは会員１００人弱の小さな会ですが、これ

からも当地におけるポーランド文化の紹介と普及に

微力を尽くすことをお約束して、お礼のご挨拶とさ

せていただきます。 
（あんどう・あつし、北海道大学名誉教授、会長） 

ワルシャワ蜂起８０周年記念特別展 札幌市資料館 2024/8/9‐30 

オープニング記念式典 

８月８日、ワルシャワ蜂起博物館特別展 「ワルシャ
ワ。灰の中から甦る不死鳥」 のオープニング記念
式典が催されました。同展ではドイツ占領下のワル

シャワ蜂起および戦後復興期のポーランドの首都

について語られています。札幌開催は広島、大阪

に次いで国内で３番めです。 

式典では、ワルシャワ蜂起博物館副館長パヴェウ・ウ

キェルスキ氏はじめ、ポーランド広報文化センター、北海

道、札幌市の来

賓の挨拶があ

り、式典のあと

副館長の案内

で展示ツアーが

行われました。 

 



POLE114 (2025.1) 

2 

特別展を観て 石田 レイ子 

「ワルシャワ蜂起は最も論争的で、これからのどの

時代にも取り上げられ、その一方で決して結論が出

ないテーマの一つであろう」ポーランドの歴史学者ガ

ルリツキのこの言葉は長く私の胸に突き刺さっていた。 
２０１８年秋、私の２回目のポーランドへの旅が実

現した。その時初めて 「ワルシャワ蜂起博物館」 
（２００４年開館） を訪れ 〈１９４４年夏のワルシャワ、
当時の恐怖、決意、緊張、遺族の慟哭等〉 を体験
し激しい衝撃に圧倒された。その時 「この蜂起は正
か誤か」 「勝利か敗北か」 の二元論は成立不可能
だと確信した。 
今年８月、札幌市での特別展「ワルシャワ。灰の中

から甦る不死鳥」（主催：ワルシャワ蜂起博物館） に駆
けつけ、「蜂起はポーランドの歴史の必然」 と強く実
感した。同時に蜂起終結後の１０年間蜂起参加者と

その関係者へのソ連の弾圧（不正裁判や差別・迫害）、

その犠牲者達の苦悶の姿に言葉を失った。 

大通公園に面した広い会場で静かに集中的に

蜂起の時系列と市民達の苦悶の姿の精密な説明

文、豊富な統計資料、命がけの写真を徹底的に辿

ることができた。そのせいか、現在も続くロシアのウ

クライナ侵攻が私達の思考を締め付けているせい

か、２０１８年の体験と比べて札幌では 「蜂起終結
後１０年のワルシャワとポーランドの生死の接点で

の歴史的苦難」が最も強く胸の底に刻まれた。私

の歴史学習の欠落と空白に後悔するばかりである。 
ポーランド国民は共産党政権下のどん底を潜り

抜けて１９８０年代 「連帯」 運動の勝利を勝ち取
り、８９年東欧革命の突破口を切り開いた。新たな 
「ポーランド共和国」 の出発は２０世紀の歴史的偉
業であることは繰り返すまでもない。それは２１世紀

の世界で希望と平和の開拓を模索しようとする地

球市民を絶えず鼓舞して止まない。 
頂いた分厚いカタログは、虹の会会員で有り難く

共有させていただきました。 
（いしだ・れいこ、新潟虹の会会員） 

第 13 回 午後のポエジア 札幌市資料館 8/18 

第 13 回「午後のポエジア」が「ワルシャワ。灰の中から蘇る不死鳥」展と連携

して 8 月 18 日に行われた（参加者 31 人：うち会員 11 人、ポーランド人 6 人）。

テーマは “語り継ぐ言葉としての、戦争、崩壊、復興、平和” である。 

第１部 

まず登壇したのは林祥史氏 =左写真=、生誕百年 
となるズビグニェフ・ヘルベルトの作

品「おばあちゃん Babcia」。お婆ちゃ
んの膝の上で、世界のすべてのこと

を話してくれる。けれども自分の話は

しない。大量虐殺のことやアルメニア

のことを話さない。呪詛と忌憚を除い

た言葉のザラザラの底辺。 
次いでムラサキ紫音氏 =次㌻写真左２= は、米倉

斉加年作品「おとなになれなかった弟たちへ」を読

み上げる。親戚に情報を仕入れに行くと “食べ物
はない” と追い返される時代。見つけた疎開先に
は赤ん坊ヒロユキのミルクがない。時々お母さんに

黙って舐めていた甘いミルクだけど、彼のたった一

つの食べ物。入院した病院で栄養失調で息を引き

取った。遺体を背負う母は、爆弾で身体がバラバラ

にならなくて幸いという。用意されていたお棺に入

れようとすると小さくて。膝を折り曲げながら、ああ

大きくなっていたんだ、と。 
村田譲氏 =左６= は竹内浩三作品を紹介する。

映画監督になりたかったが兵員不足で大学を強制

的に卒業させられフイリピンへ、２３歳で戦死した。

作品「冬に死す」「日本が見えない」「ぼくもいくさに

征くのだけれど」、そして書きなぐられた６行の絶叫

「詩（うた）をやめはしない」と。作品「骨のうたう」─

戦死やあわれ とおい異国で ひょんと死ぬるや 

国のため大君のためと 骨は誉れ高く勲章をもらう

けれど 骨を愛する人はなし 骨は粉になり なん

にもなしになった─。最後に自分も長生きをしたい

との願い「宇治橋」を渡る。 
建部奈津子氏 =右３= は、自ら朝鮮に流れ着き

シベリア抑留を体験した神馬文男作品を取り上げ

た。「知ってるかい」、「短歌で綴るシベリア抑留」の

“窓の氷雪花”に“ダモイと指字で溶かす”。ダモイ

とは家に帰るという意味のロシア語。（次㌻参照） 
菅原未榮氏 =左７= は自作詩「幻野～一升瓶と

蜜柑箱」を。蝦夷開拓期一人も欠くことなく子どもを

育て正月を迎えた。しかし戦争に負け、爺の危篤

の時に一人欠いてしまったのだ、と。 
堀きよ美氏 =右７= が大平数子作品「慟哭」を声に

する。逝った人は帰らない、生き残った人はどうする

といい、何を分かればいいというのか。風よお前、世

界中を旅するならば、未だ待っていることを伝えてお

くれ。正義とは剣ではなく愛であると伝えておくれ、と。 

《第 113 回例会》 

朗読会 報告 
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第２部 

後半では、シルヴィア・オレーヤージュ氏 =右４=が

アンナ・シフィルチンスカ作品「バリケードを作りなが

ら」を。銃火の恐怖に人々は恐れる、少年が倒れ恐

れの下にバリケードを築く。自分が太陽となれる今に。 
次いで佐藤レミリア氏 =右５= がシフィルチンス

カの画像を背景として、ちいさなはっきりとした声を

前へと押し出してくる。 
ラファウ・ジェプカ氏 =右１= はタデウシュ・ルジェ

ーヴィチ作品「生きていたものが死んでいった」*を
朗読する。死体に卵を産み付ける蠅、死の直前の

父の唇と目と、身体が肥大し始める。林檎を売って

いるサルチャの近くのゲートが炸裂する、林檎が潰

れ母が死ぬ。ゲットーに林檎を運ぶものも欲しがる

ものもいなくなってしまった。 
レナタ・シャレック氏 =右６= がチェスワフ・ミウォ

シュ作品「カンポ・ディ・フィオーリ」*を。この広場で
ジョルダーノ・ブルーノは火焙りとなりやがて人々は

酒場へ移動する。思い出すのは壁の向こうのゲット

ーに砲弾が、そして炎に踊る女の子を笑うのだ。群

衆はワルシャワでもローマでも変わりはしない。孤

独に死するものへの詩人の言葉が反逆を煽る。 
（村田譲、運営委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［解説］いま言っておきたいこと 神馬 文男 

昭和２０年８月１５日に太平洋戦争で敗れたことで

す。日本軍は全占領地域で武装解除され平和が戻り、

秋の虫達の喜び合う合奏が聞こえてくるのです。一

般兵は軍服を作業衣に銃を鍬に持ちかえるのです。 
玉音放送とは、８月１５日終戦の正午に天皇が敗

戦と再建についてラジオ放送をしたことです。 
特記したいことは、玉音放送の５時間後に宇垣長官

（海兵４０期）率いる海軍機１１機と部下２３名が十死零生

の特攻出撃したことです。岩国で私と同期班（２２分隊７

班）の戦友（とも）大木正夫兵曹（福島県出身）が命により

爆弾抱いて米艦に体当たり、花と散った日です。私も一

歩違うと同じ運命だったと思います。然も終戦後のこと

です。こんなことを誰に何と話せばいいのでしょうか。 
スターリンは日本との中立条約を一方的に破り、８

月９日、日本の国土と国民を欲しいままに蹂りんし、

そればかりか終戦後の８月２３日に日本人（男女少年

も含む）を拉致し、シベリアの三悪を舐めさせたので

す。私はそれから３年ほどドダゴー第一収容所のテン

ト小屋で生活することになります。 

 
 
 
 
 
 
 
 

神馬文男氏 19 歳頃 
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花と散った朋友大木正夫兵曹の姪（道脇紗知さん）

が来札して、ともに過ごした予科練時代の彼の足跡

を辿りたいとペンを走らせました。紗知さん著の『８月

１５日の特攻隊員』は光人社 NF 文庫で取り扱ってい
ます（２０２４年８月発行）。 

書きたいことはまだまだ有ります。あんなこと、こん

なことを、平和を願いながら命の続く限り書き続けて、

あなた方に役立ちたいと願っています。 
（じんば・ふみお、生涯学習出前講師、 

９８歳、シベリア抑留体験者、札幌市在住） 
 

第 114 回例会（どなたもご参加歓迎） 

 
 
 
 
 
 
 

パヴェウ・パヴリコフスキ監督（1957～） 
オックスフォード大学で文学と哲学を専攻、のち英国

などでドキュメンタリーを製作、その後劇映画や脚本

に進出し欧米で高い評価を受ける。代表作は初めて母

国でメガホンを取った本作のほか『イリュージョン』

2011、『COLD WAR あの歌、２つの心』2018 カンヌ映

画祭監督賞 など 

お話：坂尻昌平（さかじり・まさひら）映画研究者。早稲田大学大学院に学ぶ。共編

著『ジャック・タチ』エスクァイアマガジンジャパン 1999、『ジャック・タチの映画的

宇宙: Jacques Tati』同 2003、『世界映画大事典』日本図書センター 2008、『淡島千景～

女優というプリズム』青弓社 2009、『渋谷実～巨匠にして異端』水声社 2020 

１９６２年のポーランド。孤児として修道院で育て

られた１８歳のアンナは、院長から修道女の誓いを

立てる前に唯一の肉親である叔母ヴァンダに会うよ

うに言われる。ヴァンダを訪ねたアンナは、自分の

本名がイーダでユダヤ人であること、亡き両親はど

こに埋められているのか分らないことを知らされる。 
イーダは出自の秘密を知るためヴァンダと旅に

出て、戦時中に両親を匿っていたシモンを訪ねる。

ヴァンダは幼い息子を姉でイーダの母であるルー

ジャに預けたが、一家とともに殺されていた。イー

ダのもとをシモンの息子フェリクスが訪れる。彼は

老い先短い父を安らかに眠らせてくれるならルー

ジャらを埋めた場所を教えると約束し、埋葬場所を

掘り起こす。そして生まれたばかりでユダヤ人とは

気づかれないイーダを神父に託したと告白する。イ

ーダとヴァンダは遺骨を故郷の墓に再埋葬する。 
イーダは修道女として生きていかねばならない

はずだが、ヴァンダは…。イーダは旅の途中で知り

合ったサックス奏者の青年リスと再会し２人は結ば

れる。リスはイーダに結婚を申し込むが… 
第二次大戦中には少数ながらイェドヴァブネ事

件（１９４１）などポーランド人によるユダヤ人虐殺事

件があり、スターリン時代末期には自国民を厳しく

罰したポーランド女性検察官などがいた。本作は

そうした負の歴史に目をつぶらず公平に描いた点

に特徴がある。また、モノクロ/スタンダードの洗練さ
れた構図と素晴らしい撮影、詩的な映像の水準の

高さは息をのむほどだ。台詞や俳優の演技・カメラ

の動きはミニマルで無駄がない。カトリック、ユダヤ

人、ホロコースト、スターリン主義、ジャズというポー

ランドの特性が見事にマッチした作品といえる。 
イーダ役のチュシェブホフスカは演技初経験と

は思えぬ見事な演技を見せた。 
これは修道院以外知らない少女が旅を通して成

長してゆく教養小説でもある。 
（池田光良、運営委員） 

アカデミー賞授賞式で 
photo: Lucy Nicholson / 

REUTERS / Forum 

2025. （水） 

18：30～  入場無料 

札幌エルプラザ４F 中研修室（北 8 西 3） 

予約(推奨)お問合せ先 080-4071-0956 (安藤） 

 hokkaidopolandca@gmail.com 

                   

ポーランド名作映画ビデオ鑑賞&交流会 2025 

『イーダ Ida 』2013│82 分 

ポーランド/デンマーク/フランス/イギリス 

第 87 回 (2015) アカデミー賞外国語映画賞 

ワルシャワ国際映画祭グランプリなど受賞多数 
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第 38回定例総会&懇親会 

豊平館 ２０２４/10/12 

10 月 12 日（土）2024 年の活動を締めくくる第 38 回定例総

会のあと豊平館２階広間で懇親会が行われ、会員/一般合計 38

人（うちポーランド人家族 11 人）が参加する盛会となりました。 

昨年は総会・朗読会 「午後のポエジア」 のあと会
食が慌ただしかったので、今年はゆったりと時間をと

り中島公園の秋の風情も感じながらの集いでした。 
初めは豊平館の重厚な設えの中での音楽鑑賞、

会員でバイオリニストの德田和可さんの演奏、安藤む

つみさんの解説とピアノ伴奏で、

ショパン作曲・ミルシテイン編曲

「ノクターン第２０番 遺作」とモン
ティ作曲「チャルダッシュ」が披露

され、大喝采のアンコールで再び

超絶技巧の音色を楽しみました。 
会食では、これまでコロナ禍で滞っていた手作り食

材の持ち込みを解禁し、札幌在住のポーランド人ご

家族のご協力で、代表的なポーランドのお料理やケ

ーキがテーブル狭しと振る舞われました。 
つづいて遠く今金からご参加の小篠真琴（越野誠）

さんが自作詩「国縫漁港」を朗読。実直な越野さんの

感性と北海道独特の風物に浸りました。 
次は恒例のジェプカさんご専門のＩＴ先

端技術で回答用端末クリッカーを配り、ポ

ーランドクイズを出題しました。一般常識

からポーランド人でも迷う引っ掛けクイズま

で初参加の方もお楽しみいただけました。 
最後に赤井川の数井バルバラさん

がギターを手にポーランドのバンド曲

「マイカ」 など２曲を披露しました。 
例年、晩秋の趣を豊平館でより深く

感じますが、本年は比較的早い日程

のため、軽いお運びとなったかと思い

ます。昨年来この懇親会にもガザ侵攻のニュースが

重くのしかかっておりました。来年はすこしでも明るい

人道の世界情勢となることを祈ってやみません。 
（熊谷敬子、運営委員） 

 第 38 回定例総会議事録 （議長 佐々木保子） 

2024 年 10 月 12 日 （土）札幌市・豊平館において第 38 回定例総会を開催し

（出席者 11 人・委任状 42 通［会員数 90 人の 1/3 超 = 31 人］）、以下の議案につ

いて審議し、各議案とも過半数の賛成を得て議決されました。

［第１号議案］ ２０２４年度（２０２３.９−２０２４.８）活動報告
について （ラファウ・ジェプカ） 

１. 《第３７回定例総会》&《第１０８回例会》 第１２回朗読
会「午後のポエジア」豊平館、２０２３.１０.１５（日）１F 下
の広間１５:３０～総会（出席者１９人・委任状４１通［会員
数９３人の１/３超=３２人］）、２F 広間１７:３０～午後のポ
エジア（参加者３６人［うちポーランド人２人、一般８人］） 

２. 例会等 
（１）《第１０９回例会》 特別講演会（トークショー）『カティ
ンの森のヤニナ～独ソ戦の闇に消えた女性飛行士』

（河出書房新社 ２０２３.３）～著者:小林文乃氏を迎え
て/特別ゲスト:富田武成蹊大学名誉教授、札幌エル
プラザ、２０２３.１１.５（日）１４:００～１６:００、参加者４３
人（うち会員２３人）、アンケート回収１７枚、入会２人 

（２）《第１１０回例会》 ポーランド名作映画ビデオ鑑賞
『イレブン・ミニッツ １１ MINUTES』お話：坂尻昌平
氏、札幌エルプラザ、２０２４.３.９（土）、参加者３５人
（うち会員１１人）、アンケート回収１８枚 

（３）《第１１１回例会》 講演とビデオ上映 「カティンの森
事件とモンゴル・シベリア抑留」 札幌エルプラザ、２０

２４.５.２６（日）①講演:井手裕彦「満洲でカティンの森
事件に注目していた男～自著『命の嘆願書』より」 ②
お話とビデオ上映:建部奈津子 No more silence 「無
念の想い、俺ら捕虜でねえ」 参加者約３０人（うち会
員１１人）、アンケート回収１０枚、質問用紙１枚 

（４）《第１１２回例会》 講演と報告とドキュメンタリー映画
『Ainu｜ひと』上映～ブロニスワフ・ピウスツキのいま～
ポーランド・英国におけるアイヌ文化への関心、札幌

エルプラザ、２０２４.６.２９（土）①講演：長田佳宏 平取
町立二風谷アイヌ文化博物館長「ロンドンで沙流のア

イヌ文化を発信する～１９１０年と２０２３年の取り組みを

主として」 ②ビデオレター：溝口尚美監督（在ニューヨ
ーク）ワルシャワ上映会から～観客の声：石塚芳明さん

（在ワルシャワ）；三和昭子さん（在ハルクローヴァ） ③
『Ainu｜ひと』 上映、参加者約３５人（うち会員 １１人）、
アンケート回収１５枚、質問用紙１枚、入会１人 

（５）《第１１３回例会》 第１３回朗読会 「午後のポエジア」
札幌市資料館、２０２４.８.１８（日）１３:３０～、参加者３１
人（うち会員１１人）〈協力〉①ワルシャワ蜂起博物館

展覧会「ワルシャワ。灰の中から甦る不死鳥」８.９（金）

報告 
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～３０（金）、同展オープニング記念式典、８.８（木）  
１５ :４５～※安藤厚会長に「ベネ・メリト BENE 
MERITO」名誉勲章授与 

３. 会誌POLE４回 no.１１０+別冊 (２０２３.９.１)、no.１１１ 
(２０２４.１.５)、no.１１２ (５.１)、no.１１３ (８.２０) 発行 

４.運営委員会３回①２０２３.１０.２ ②２０２４.３.１８ ③７.８ 
５. 後援事業等 
（１）〈後援〉川染雅嗣ピアノリサイタル in アルテピアッツ
ァ美唄 Vol.Ⅳ～小品の森に分け入る～石の声を探し
求めて、連弾客演:栃原享子、２０２３.１０.１ 

（２）〈後援〉日本ショパン協会北海道支部創立５０周年

記念コンサート～ショパンに魅せられて、札幌コンサ

ートホール Kitara、２０２４.１.２８ 
（３）〈協力〉さっぽろ雪まつり国際雪像コンクールにポー

ランド・ヴロツワフ美術大学 ASP Wrocław チームが参
加、大通１１丁目国際広場、２０２４.２.３-７ 

（４）〈協力〉ブロニスワフ・ピウスツキ記念行事〈１０６回

忌〉ウポポイ・記念像前、２０２４.５.１７（献花、参加:安
藤厚、井上紘一、尾形芳秀） 

（５）〈後援〉杜の音楽会～音楽の絵本～美しき五月の

調べ、出演:高橋可奈子、鈴木飛鳥、奥井理ギャラリ
ー、２０２４.５.２６ 

６. 会員動向（２０２４年度）入会８人：赤木道子、齊藤賢
人、齊藤美佳、三田剛己、井手裕彦、建部奈津子、

木村-須田廣美、亀山範行 
退会１１人：新井藤子、野村信史、松山愛羅、松山莞太、

松山敏、上田隆弘、土橋芳美、松山敬子、林祥史、

三上和子、佐藤清一 
会員数９２人（休会中２人）（２０２４.９.１現在） 
［第２号議案］ ２０２４年度収支決算報告および会計監査

報告について（園部真幸・嵩文彦・稲川和幸）別紙参照 
［第３号議案］ ２０２５年度（２０２４.９−２０２５.８）活動計画

について （ラファウ・ジェプカ） 
１. 《第３８回定例総会》&懇親会、豊平館、２０２４.１０.１２（土）
総会１F下の広間 １５:３０～、懇親会２F広間 １７:３０～ 

２. 例会等 
（１）午後のポエジア 
（２）名画ビデオ鑑賞会 
（３）講演会等 
（４）その他：後援・協力依頼には随時対応 
３. 会誌 POLE ２回 no.１１４ (２０２５.１）, no.１１５ (２０２５.５) 
４. 運営委員会：３回程度 
５. オンライン広報（HP、Facebook 等）の充実 
［第４号議案］ ２０２５年度予算（案）について （園部真
幸） 別紙参照 

［第５号議案］ ２０２５年度役員等（案）について（安藤厚） 
（会則第６条に基づく役員） 新任 
会  長:安藤厚 
副会長:塚本智宏 
運営委員:安藤むつみ、池田光良、小笠原正明、北浦
由花里、熊谷敬子、坂田朋優、霜田英麿、園部真幸、

中島洋、アグニェシュカ・ポヒワ、村田譲 
事務局長:ラファウ・ジェプカ 
監査委員:稲川和幸、嵩文彦 
（会則第１５条に基づく事務局、委員会等） 
事務局:（事務局長）ラファウ・ジェプカ、（副事務局長・
会計）園部真幸、（催物）安藤むつみ、池田光良、熊

谷敬子 
編集委員会:安藤厚、池田光良、熊谷敬子、越野誠 
広報委員会:安藤厚 
（会則第１６条に基づく東京事務所） 
（所長）霜田英麿、（副所長）熊倉ハリーナ 
［第６号議案］ その他  なし 
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 2025 年度 収支予算（自 2024 年 9 月 1 日〜至 2025 年 8 月 31 日） （単位：円） 

【収入の部】 予 算 前年度決算 増 減 23 年度決算 備 考 

会費 129,500 367,500 △ 238,000 256,000 3 千×90 人×85%-10 万 

寄付金 50,000 47,000 3,000 64,860  

雑収入 4 4 0 4,159 貯金利子 

助成金立替繰入  7,800 △ 7,800   

小 計 179,504 422,304 △ 242,800 325,019  

前年度繰越金 556,145 445,896 110,249 588,316  

合 計 735,649 868,200 △ 132,551 913,335  

【支出の部】      

事業費 100,000 51,322 48,678 123,429 38 総会 4 万、例会 4 回×1.5 万 

連絡費 100,000 96,373 3,627 107,201 
ポーレ発送等(3 万×2 号)、その他

郵送４万 

編集費 70,000 79,337 △ 9,337 143,943 
ポーレ(2 万×2 号)、チラシ・配布

資料等 3 万 

会合費 21,000 20,889 111 15,045 運営委員会（7 千×3 回） 

事務費 49,000 34,833 14,167 63,411 
用紙、文具、コピー、プリンターイ

ンク外 

雑費 22,000 29,301 △ 7,301 14,410 HP 経費外 

予備費 373,649 0 373,649 0  

小 計 735,649 312,055 423,594 467,439  

次年度繰越金 0 556,145 △ 556,145 445,896  

合 計 735,649 868,200 △ 132,551 913,335  

○特別会計【演奏部会基金】    

前年度繰越金 267,975     
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ポーランドで生まれ、このたび小椋彩さんの翻訳で岩波書店から刊行された二冊の

絵本『迷子の魂』と『個性的な人』には、オルガ・トカルチュク文、ヨアンナ・コ

ンセホ絵と記されているが、特に前者では、最初にほんの二行ほどと、その少し先

に一ページびっしりの文があるだけで、あとはひたすら絵が語る展開となる。 

人のいないベンチ、がらんとした店、汽車の窓か

ら外をながめる子ども…… じっと椅子にすわって、
どこかへ消え去った自分の魂がもどってくるのを待

つ男の髪は、次第に長くのびていき、モノクロの光

景のなかで、男がひざにかかえた鉢の、ゼラニウム

らしき植物だけが、緑の葉をぐんぐんひろげる。窓

からそれをのぞく子ども。次の見開きで、髭もじゃに

なった男と、おかっぱ頭の子どもとが、美しい緑の

葉越しに見つめあう顔の、美しいこと。そのあと、二

人が並んで腰かけている絵も、静かで、暖かくて、

忘れがたい。最後は、空高く枝をひろげるゼラニウ

ムの下に、ぽつんと建った赤い屋根の家があるだ

けの光景だ。よく見ると、家の近くに、ルーペがな

いと見逃しそうな、小さな赤い椅子が二つ。男と魂

は、いつもここでお茶を楽しむことになるのだろう。 
『迷子の魂』は幸せに終わるが、『個性的な人』

のほうは、かなり不穏だ。最初のうちは、赤ちゃんを

抱く母親、幼児をはさんでしゃがむ夫婦などの、幸

せそうな家族写真ばかり。それがしばらく続いて本

文になると、個性的な顔で絵のモデルになり、コマ

ーシャルにも出演した少年のうれしげな顔が、眩し

い逆光に半分隠されて、クローズアップされる。だ

が、そのあと、寄せ集めのように続く写真には、うし

ろ姿や、鏡に、もやっと映った顔や、彼が見たらし

い、世界各地の景色があるばかりだ。 
終わり近くの、左右から折り畳まれているページ

を開いてみると、大きな絵があるのかと思いきや、

あるのは字ばかりで、男の顔がスマホで自撮りをす

るたびに薄れていき、もやもやしたシミになり果てた

いきさつが語られていた。そのあと彼は、新しい顔

を不法に入手するすべを知るのだが…… という展
開で、こちらは、「お楽しみください」とお勧めして

いいかどうか、ちょっとためらってしまうが、モノクロ

とカラーとをとりまぜた絵の見事さは、たいしたもの

だ。日本の夜の街を走るバスの絵、そのおむかい

のページにある、何本もの筋になってガラス窓を伝

う雨水越しに見る町の風景など、その場所、その時

間に、迷いこんだような気にさせられる。 
絵本ではあるが、どちらも、明らかに大人のため

のもの──生きることにくたびれて、一人になった

大人が、『迷子の魂』 の男のように、ひょいとやっ
てきた見知らぬ少女と語りあえるようになるには、ど

う生きていけばいいのか、それを思ってみる、あり

がたい糸口になりそうだ。背表紙を、わざと傷んで

いるかのように見せているデザインも、心憎い。 
（脇明子、ノートルダム清心女子大学名誉教授） 

『個性的な人』は、オルガ・トカルチュク文、ヨアンナ・コンセホ絵による絵本の第２作です。 

主人公は個性的な顔立ちを持ち SNS で自身の
情報を発信していますが、ある日、自分の顔が少し

ぼやけていることに気づきます。誰かが彼の情報

画面をタップする度に顔がぼやけていき、ついに

無くなってしまいます。不安に襲われた彼はある行

動に出ますが、多大な犠牲を払って顔を手に入れ

た後、戦慄するような状況に会い、最後に不気味

な言葉をかけられます。SNS などの過剰で不確か
なネット情報に翻弄されている中、個性が失われて

いくという問題を投げかけた大人向けの絵本です。 
この絵本では、文章はある部分に集中していて、

ほかのページはちょっとした言葉のかけらだけ、ある

いは全く絵だけで、その世界に浸っていくように各場

面が展開されています。まるで著者の「文学のように」

言葉の間を存在と時間を超えた第４の視点で見つめ

ているように描かれています。著者と画家の間の深

い信頼ゆえにこのような表現が可能なのでしょう。 
前作 『迷子の魂』 でも行間を紡ぐように静かに

場面が描かれています。ただ、本作の不安が残る

結末とは対照的に、「ゆっくり」自分を待つことで最

後に自分の魂と出会います。 
「文学のように」と書きましたが、現在の SNS のよ

うに真の情報が見えにくい状況に対し文学のもた

らす可能性について、著者はノーベル賞講演 『優
しい語り手』*の中で次のように語
っています。 
「文学は登場人物の内面での

理由づけや動機づけに焦点を当

て、別の人には触れることのできな

い経験を明らかにし、心理的な解

『迷子の魂』『個性的な人』 

オルガ・トカルチュク(文) ヨアンナ・コンセホ(絵) 小椋彩(訳) 

岩波書店 ２０２０.１１ / ２０２４.７ 

新刊  

紹介 
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釈の中へ読者を駆り立てます。文学だけがわたし

たちを他者の生活の中に深く立ち入らせ、その理

由を理解させ、感情を共有し、運命を体験させるこ

とができるのです」（拙訳）文学がもたらす個性の認

識への期待を感じさせる言葉です。 
本作も含めて、小椋彩さんの訳は、著者の世界

観や背景（中欧文学の存在、第４の視点）なども踏ま

え、詳細な下調べのもと、丁寧に、張り詰めた空気

感を歪めることなく淡々と表しています。ときおり著

者の遊び心も織り交ぜながら。 
『個性的な人』 に出会った方は前作 『迷子の

魂』 もぜひ合わせて読んでみてください。自分を
見失いがちな情報過多の現在、文学的な絵本で

あるこの二篇は、情報の嵐の中で自分を取り戻す

ために大切なことを気づかせてくれると思います。 
（住谷秀保、茨城大学工学部元教員、PJATK短期専門家） 

 
 
 
 

関口時正氏の彫心鏤骨の訳業になる佳麗な訳詩集。訳者は自ら表紙・カヴァー

の装丁に関わっている。９本ある詩集の初版の出版年の順に、各詩集から精選

された 91 編の詩が並ぶ。難解なそれらの詩を読み解く糸口を探してみた。 

〈ヘルメス〉 詩人はヘルメスを「わが守護神」と

呼んで、自身をヘルメスに擬している。第二詩集

『ヘルメスと犬と星』 に同じ題名の詩がある。「ヘル
メスが世界をゆく。犬に出逢う」 「私は神です」と礼
儀正しく身分を明かし、犬に挨拶する。犬は冥界の

番犬ケルベロスであろう。犬はヘルメスの手を舐め、

彼を受け入れる。二者は星に出逢う。星はアフロデ

ィテであろう。三者は世界の果てまで旅に出る。 
ヘルメスは 「神々の使者」 であり、死者の霊魂

を冥界に導く 「魂の導者」 である。翼のあるサン
ダルを履き、翼をもつ帽子を被ったヘルメスは天

界・下界・冥界の間を自由に行き来する。そして何

よりも神々をも欺く智者である。その叡智をもって詩

人は、ギリシャ神話・オリエント神話・旧約聖書の伝

説あるいは古典文学の主人公たちの引喩を織り交

ぜて彼の生きた時代・社会の風潮を批判する。 
たとえば 「天使の取調べ」 は固有名詞を記さ

ずにスターリンの粛清政治を痛烈に批判した詩と

読める。検閲者の目を欺く詩人の叡智である。 

〈単独者〉 『コギト氏』 はヘルベルトの分身であ
る。デカルトの 「われ思う、ゆえにわれ在り Cogito, 
ergo sum」 に由来する。しかしヘルベルトはデカル
ト的であるよりもパスカル的人間であるように思える。

ロシア出身の実存哲学者ベルジャーエフは 「根源
的なのは〈われ〉であり、それは何ものからも導き出

されず、他の何ものにも還元されえない」とデカルト

の前提を誤謬とし、「われが実存する、ゆえにわれ

は思惟する」のだ、と主張する（『孤独と愛と社会』氷

上英廣訳）。思惟に先立って実存する人間は「傷め

る葦」であるが、それは「考える葦」である（パスカル）。 
コギト氏は日々思考する。「僕の中には思考する

炎がある」（『銘』）。ヘルベルトはソ連型の教条的社

会主義もナチズムも同質的なものと観て全体主義

を憎悪した。その両者に支配された時代のポーラ

ンドを彼は単独者として生き抜いた。 

〈魂の故郷〉 ヘルベルトの実存の根源は彼の

故郷の町ルヴフ Lwów （現在はウクライナ領リヴィウ）
にある。１８世紀にポーランドが分割されオーストリ

ア領となった時代には Lemberg と呼ばれガリツィア
の首都であり、大学、ギムナジウムがあり古典主義

的な教育がなされた。第一次大戦後ポーランド領

となったが、第二次世界大戦でナチスドイツに占領

され、戦後ソ連領となった。 
ヘルベルトはドイツ占領下、地下大学で教育を

受けた。ナチスとソ連に支配され多くの市民が殺害

され家を失ったルヴフの運命は、ポーランドのそれ

と同じであった。ルヴフの町もポーランドも彼には

帰ることができない失われた永遠のふるさとだった。

故郷の町に「唯一残ったものと言えば／チョークで

円を描いた／舗道の板石／私はその中心に立つ

／一本の足で／跳躍の一瞬前」（『故郷の町に帰る

ことを考えるコギト氏』）。 
ヘルベルトの詩には 「一本足で」 という語句が

何度か登場する。少年時代右足を骨折し、健全な

のは片足だけであることを解説によって知った。し

かし彼は一本足で跳躍し、飛翔する。「片足立ちの

神」 イアソンの神話を意識していたとも思える。 
「接続法の魅力を欠いた統語法」を軽蔑し（『趣

味の力』）、主節と従属節とが有機的にしっかりと結

合された完全な複合文を志向した （『日禱』） ヘル
ベルトは、自分の詩には句読点を用いていない。 
ポーランド語の達人、関口時正にしかできない

訳業である。 （栗原成郎、東京大学名誉教授、会員） 

『ヘルベルト詩集』 

ズビグニェフ・ヘルベルト(著) 関口時正(編/訳/解説) 未知谷 ２０２４.１０ 
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１．映画が海を越えて繋げた「ひと」 

平取町と私が協働制作したドキュメンタリー映画

『Ainu｜ひと』 の上映会が北海道ポーランド文化協
会の主催で２０２４年６月末に札幌で行われました。前

年にワルシャワで開催された映画祭 “In Our Own 
Words”で本作が上映されたご縁でポーランド在住の
日本人の方々と繋がり、私が住むアメリカとポーランド

を結んでオンラインで行った対話を録画・編集し、札

幌の上映会で来場者にシェアして頂きました。 
マイクロバジェットで自主製作した映画がこのように

世界の人たちを繫ぐ役割をしていることに映像作家と

して感慨を覚えます。全ては主人公の古老４人と平

取町のアイヌ文化継承に携わる人々の熱意、そして

関係者の協力なしには実現しなかった事でした。映

画制作と上映に関わって下さった全ての皆さんに心

より御礼申し上げます。 

２．ロンドンで感じた「ひと」の熱 

２０２３年秋～２４年春にかけてロンドンの Japan House 
で  “Ainu Stories: Contemporary Lives by the Saru 
River”が開催されました。「沙流川流域の現代のアイ
ヌ文化」 をテーマにした約５カ月に亘る展示に加え、
平取町でアイヌ文化継承に関わる人たちがロンドン

に行って、踊り・言語・食・手仕事などを紹介する機会

も設けられました。故・萱野茂さんが出演する短編映

画や拙作も上映され、様々な視点からアイヌを知るこ

のイベントは大盛況に終わりました。私は２月に古式

舞踊と食が披露される時に、ロンドンに飛びました。 
昨今 「ゴールデンカムイ」 が世界中で人気となり、

アイヌへの関心が高まっています。一方で、ナマの伝

統文化に触れる機会はなかなかありません。ロンドン

では、若い世代も加わって平取の人たちが活き活きと

舞台に立つ姿を見て心から感動し、実際に「ひとの熱」

を感じられる対面イベントの意義を強く感じました。 
そして、私が住むニューヨークでも 「アイヌ文化を

紹介する対面イベントをしたい」 
という夢が生まれました。実現は

簡単ではありませんが、最大限の努力をしたいと思い

ます。日本各地でも同じようなイベントが行われる事

を願っています。 

３．「ひと」の役割 

Ainu はアイヌ語で人間を意味します。『Ainu｜ひと』
の映画の冒頭ではアイヌ語と日本語を併記して森・

川・月・鳥・虫などをモンタージュし、最後にメインタイ

トルに繋げました。アイヌ民族の考え方では、人種や

性別に関わらず人間は全て Ainuなのです。 
今、地球では気候変動により、深刻な環境問題が

発生しています。そして、人種や土地を要因に人間

同士が殺し合う醜い戦争や紛争が起こっています。

拙作の主人公の一人、故・鍋澤保さんは、土地を 
「どこからどこまでが誰のもの」 と境界線を作る考え
方はアイヌ民族にはなく、全ての生き物が自然界の

物を共有し、必要な物を必要な量だけ頂くんだ、と私

に話して下さいました。 
私がこれまで知り合った南米の先住民族にもアイヌ

民族と同じ考え方があります。コロンビアの Nasa はナ
サ語で人間。エクアドルのWaoraniはワオラニ語で人
間。地球の真裏の先住民族が同じように自分達を人

間と名付けた事は偶然ではないと感じます。 
IT 技術が発達し、現代の私たちは地球のどこにい

ても容易に顔を見ながらオンラインでコミュニケーショ

ンができるようになり、「ひと」 は素晴らしい技術を作
りました。一方で、社会の状況を悪化させているのも

「ひと」 です。そして、これらの状況を変えていくのは、
私たち 「ひと」 次第です。 
平和で豊かな国に暮らしデジタルデバイスにどっ

ぷり漬かる日常生活への自省も込めて、大きな視野

で森羅万象の中の人間としての役割を考えながら生

きていきたいと思います。 
（みぞぐち・なおみ、映像作家） 

   

前回 POLE113 号では、グラジナ・バツェヴィチのピアノ・ソナタ第１番と第２番に

ついてご紹介しました。今回は、彼女の生涯と作曲スタイルについて詳しく述べます。 

キャリア形成期 

バツェヴィチ （１９０９～６９） は幼少の頃から父の
手ほどきを受けヴァイオリンとピアノにおいて音楽的才

能を現した。１９２８～３２年までワルシ

ャワ音楽院でヴァイオリンと作曲を専攻

したあと、パリに留学しナディア・ブーランジェのもとで

勉強を続ける。留学中の作品にはパリの作曲コンクー
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ルで優勝した木管五重奏などがあり頭角を現した。 
彼女の作曲スタイルは基本的に新古典主義に分

類される。古典主義は１９３０年代のパリにおいて 「新
音楽」 としてストラヴィンスキーやプロコフィエフを中
心に流行となっていた。バツェヴィチもそれに応えて

新古典主義にポーランドの民族的要素を取り入れた

作曲スタイルを確立させていった。 
帰国後、ポーランド国立放送交響楽団に主席ヴァ

イオリニストとして入団、自らのヴァイオリン協奏曲第１

番を初演することになった。彼女は作曲家と演奏家と

いう二足の草鞋を履く多忙な生活を送るようになった。 

社会主義リアリズムによる統制のもとで 

第二次世界大戦のあいだバツェヴィチは家族と共

に地方を点々と避難し、終戦後ワルシャワに戻った。

しかし、戦争の終結は自由と平和を意味しなかった。

ポーランドに政治的激動の時代が訪れた。鉄のカー

テンが降ろされ （１９４６）、ソ連の統制を受ける東欧
は西欧から分断されてしまった。 
ポーランド音楽界も西ヨーロッパの前衛的な音楽の

動きから切り離され、さらにソ連は文化上の影響力をよ

り強固なものとするため、自国で芸術の指針とされて

いた 「社会主義リアリズム」 の統制をポーランドを含
む衛星諸国へも押し付けるようになった。音楽分野で

も 「大衆が理解しやすく、民族的なスタイルを持つ音
楽」 こそが社会主義リアリズムに則っているとされ、ポ
ーランドの作曲家たちは伝統的な民族音楽を用いて

聴衆にわかりやすい音楽を作ることを強制された。 
このような時期にも、バツェヴィチは作曲の手を緩

めず、むしろピアノ協奏曲 （１９４９） などのちに代表
作となる作品を作曲し続けた。また、ワルシャワ市の

賞など主要な賞を継続的に受賞して名声を得た。昨

年１０月に筆者が日本初演したピアノ・ソナタ第１番や、

第２番もこの時期に作曲された。 

キャリア後期～「ワルシャワの秋」音楽祭以降 

１９５３年のスターリンの死後、ポーランドも次第にソ

連の文化政策の押し付けから解放されていく。「ワル

シャワの秋」 と名づけられた現代音楽祭が定期的に
開催されるようになり、第１回音楽祭 （１９５６） ではシ
ェーンベルクなど西側の作品が発表された。これをき

っかけにポーランド音楽界でも前衛的な技法を用いた

作品が相次いで発表され、音楽的な 「雪解け」 が急
速に進んでいることを印象づけた （このあたりの経緯
はグヴィズダランカ著 『現代ポーランド音楽の１００年』 
５７㌻以下に詳しい）。音楽界の前衛化の傾向にバツ

ェヴィチも応えようとした。１９５６年に書かれたピアノの

ための作品 「１０の練習曲」 では民謡から離れ、拡張
された強弱やテクスチュアが表現されている。 
１９６０年代に入って、バツェヴィチはポーランド作

曲家協会副理事長などの重要な地位に就くようにな

り、作曲活動は緩やかになった。１９６６年には国立高

等音楽学校（現ショパン音楽大学）の作曲の教授に

就任し、首都の音楽大学で要職に就いた初めての女

性となった。１９６８年、ポーランド作曲家協会を代表

してアルメニアの音楽祭に出席した旅先でアジア風

邪にかかり、１９６９年１月、若くして帰らぬ人となった。 
バツェヴィチの作品が世界的に再評価が進んでい

るのは、困難な時代にも妥協せず作曲し続けたから

であろう。彼女が兄に宛てた手紙には 「作曲家は自
身が満足ゆくまで、正直に作曲しなければならない」

という言葉が残されている。自身の

内なる声に忠実であり続けたグラ

ジナ・バツェヴィチの作品は、これ

からも私たちを魅了し続けるだろう。 
（とくだ・たかこ、ピアニスト、会員） 

=写真= 公園で寛ぐグラジナ・バツェ

ヴィチ (1960) 撮影: Andrzej 
Zborski, 提供: Joanna Sendłak 

 

  

２０２４年７月１７日、札幌に住むポーランド人は、毎

週恒例の水曜会の記念すべき千回目を迎えました。

この伝統は２００１年に妻のエディタが水曜の午前に

ポーランド語の授業をはじめたときから始まりました。 
千回目にはもっと早く到達する筈でしたが、コロナ

禍で会は長い間中断されました。パンデミック後、私

たちは集まる場所を北大中央食堂から向かいに新た

に建設されたセイコーマート２階の席に移しました。

天気が良ければ屋外のテラスも利用できます。 
水曜昼には北大に来られない人もいるため、２日

後の金曜夜により多くのメンバーで千回目をお祝いし

ました。今回は５百回目の時のような盛大なイベント

ではありませんでしたが、パヴェウ・ミレフスキ大使か

ら祝辞をいただき、在札幌ポーランド人コミュニティ全

員を代表して心から感謝申し上げます。 
ここ数年、札幌のポーランド人の数は少し減りまし

た。その理由の一つは、コロナ禍が学生や研究者の

流入を妨げたことです。しかし、状況は徐々に改善し

ています。千回記念の写真 =次㌻= には、若手研究

員として滞在中の２人と、ワーキングホリデービザで
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ポーレ編集委員会 

安藤厚／池田光良 
熊谷敬子／越野誠 

札幌に来た１人が写っていま

す。また、以前は学校の関係

で参加できなかった私たちの

子どもたちも、この特別な会

に加わることができました。 
次は２０３４年夏に私たちが

１５００回目のランチを共にす

ることを楽しみにしています。その頃、私は定年を間

近に控え、水曜会のおかげで素晴らしい人々と出会

い友情を築けたことに感謝しているでしょう。この特別

な機会に、日本全国に散らばる元札幌ポーランド人

コミュニティの皆さんが札幌に集まり、新幹線で訪れ

ることもできるかもしれません。 
１９９６年に初めて札幌駅に降り立ったとき、人生の

大半をこの素晴らしい街で過ごすことになるとは思い

ませんでした。インターネットの普及で母国との距離

が縮まっても、顔を合わ

せる毎週の集まりは私た

ちの海外生活にとって非

常に貴重な機会です。水

曜会の伝統が新世代の

ポーランド人たちにより、

さらに２千回、２０４３年ま

でも続くことを願っています。 
最後に、私たちのコミュニティを常に支援してくださ

った故富山信夫さんはじめ北海道ポーランド文化協

会の皆さまに深く感謝申し上げます。 （Rafał Rzepka, 
北海道大学大学院情報科学研究院准教授、事務局長） 

=写真= 千回目の会：左からミハウ・マズル, シルヴィア・

オレーヤージュ, マチェイ・ピェイコ, ズザンナ・ガイダ, 

恵李アンナ・河村, パヴェウ・モティカ, アグニェシュカ・

ポヒワ, エディタ/ラファウ/ミコワイ・ジェプカ 

 

入会：引田秋生、坂尻昌平、樋口みな子 （敬称略） 

（１口千円）（７）齊藤賢人、齊藤美佳 （３）三上和子 （２）安藤厚、安藤むつみ、
安藤瞬 （１）林祥史、小林浩子、佐藤晃一 

年会費の納入をよろしくお願い申し上げます。 
年会費：一般３,０００円、学生１,５００円 また、維持会費としてご寄付（１口千円：任意）も承ります。 

※ご請求額は個別の納入依頼 （振替用紙同封） をご覧ください 
◆ゆうちょ銀行振替口座 【記号】 ０２７４０ ５ 【番号】 １９７３５ 【加入者名】 北海道ポーランド文化協会 
（他銀行からの送金の場合） 店番 （２７９） 預金種目 （当座） 店名 （二七九[ニナナキユウ]店） 口座番号 （００１９７３５） 

◇北洋銀行 （本店営業部） 普通預金口座 【店番号】 ０２８ 【口座番号】 ０６０５０８４ 【名義】 ホッカイドウポーランドブ
ンカキョウカイ ※「北洋銀行アプリ」を利用すれば、北洋銀行口座間の送金手数料は無料 

※遠方の方はご寄付（年千円）で会誌 POLEの定期読者になることもできます。事務局にお問合せください 
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発行 北海道ポーランド文化協会 

〒０６０−００１８ 札幌市中央区北１８条西１５丁目３-１９ 安藤方 

TEL・FAX ０１１-５５６-８８３４、hokkaidopolandca@gmail.com 

東京事務所 〒１０７−００５２ 東京都港区赤坂９-６-２９-３０９ 音響計画㈱ 霜田気付 

TEL ０３-６８０４-１０５８ FAX ０３-６８０４-６０５８ 

年会費（2024.9~2025.8）納入のお願い 
 

ご寄付（2024.8~12）深謝! 
 

会員動向 (2024.8~2025.1) 
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